研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　職　種　介護福祉士　　氏　名　　吉田　恵美

	期　　間　　平成26年11月26日　～　平成26年11月27日

	出張目的　　平成26年度青森県認知症対応型サービス事業管理者研修

	出 張 先　　県民福祉プラザ

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　一日目は、講義だけでしたが、二日目は、グループワークも交えての研修でした。58名の方が参加していました。そのうち、八戸市から来ていたのは5名でした。

どの講義も内容が濃く、地域密着型サービス事業の種類も含めて、今までの経緯を理解することも出来ました。また、間違って理解、意識していたところもあり、見直すよい機会となったと思います。平成27年度の介護報酬改定についてや消防法令の改正についてなど、次年度のことも学ぶことが出来ました。労働管理では、介護事業所における相談で非常に多い内容が、①残業が多い、②休憩時間が取れないということで、業務の見直し、職員一体となって早く帰れるように取り組みをすることが大切であると説明があり、やはり工夫や改善が必要だと実感させられました。リスクマネジメントにおいても、

グループワークでは、事故が起こるとその後の分析で実際に発見場所の絵を書いて提出しているところや実際に現場へ行き再現して事故分析しているところもあり、その事業所によって様々であり、分析の仕方を聞くことが出来ました。。また、危険予知では一人一人見方や分析・対応策も違い、さまざまな意見をきくことが出来ました。

学んできたそれぞれの本来の趣旨を理解し、しっかりとした意識を持って今後に活かし、働きかけていきたいと感じました。

【第１日目】

○講義１

「地域密着型サービスの基準について」

青森県高齢福祉保険課介護事業者グループ

総括主幹　高坂　修一氏

1、 地域密着型サービスとは

「地域密着型サービス」は、認知症高齢者や一人暮らし高齢者の増加などを踏まえ、高齢者が要介護状態になっても、できる限り住み慣れた地域で生活を続けられるようにできる観点から、原則として日常生活圏域内でサービスの利用及び提供が完結するサービスを新たに類型化し、市町村が事業所の指定及び指導・監督を行うこととしたものである。

2、 地域密着型サービスの仕組み

（1） 所在市町村の住民のみが保険給付の対象

（2） 地域単位での適切なサービス基盤整備が可能

（3） 地域の実情に応じた報酬・基準の設定が可能

（4） 公正かつ透明な仕組みとサービスの質の確保

＜考察＞

　平成27年度の介護報酬改定についても触れていた。①職員の人件費はあがるのでは？②24時間密着型サービス事業の単価があがるのでは？③それ以外の単価は下がるのでは？と予想されていた。利用率を現在、あげておかなければと身震いした。また、下がる予想であったとしても、サービスの質を下げないよう努めていきたいと感じた。

○講義２

「介護従事者に対する労働管理について」

サカキ経営労務センター

所長　榊　清蔵氏

・年次有給休暇の意義

1936年、ＩＬＯ47号勧告では、年次有給休暇の趣旨は、労働者が「休息や娯楽及び能力の啓発の為の機会を確保する」と前文に記載されている。

労働基準法には、ＩＬＯの趣旨が記載されていない為、権利だけを主張する労働者が多い。自分を磨き、将来は、法人の役に立つために使うのが年次有給休暇の本来の趣旨なので、今一度全職員に理解してもらう事が大事である。

・就業規則の例

　年次有給休暇の時間単位での付与

　例えば）参観日や子供の関係でその時間を有休したいとき、この時間単位での付与があると気兼ねなく取得できる。

　　　　　遅刻・早退を少なくする。

　☆有休の取り方、扱い方によっては、職場作り、働きやすさに繋がる。

＜考察＞

　　有休休暇は、取って当たり前だと今まで心の中で感じていたが、意義をよく理解し間違えた解釈は

してはいけないと感じた。また、時間単位での付与は、必要な時間だけ有休にでき、私たちの職場で

も、取得できれば気兼ねなく働けるのではないかと感じた。

○講義３

「介護事業所における防災についての理解」

青森地域広域消防事務組合

主幹　久保田　守昭氏

消防法令の改正について「平成27年4月1日施行の概要」

（1） 用途区分の見直し

背景：社会福祉施設などの態様の多様化

内容：実態に応じた区分「安全性の確保」

・（6）項ハ⇒（6）項ハ　又は　（6）項ロ

（2） スプリンクラー設備の設置基準の見直し

（3） 自動火災報知設備の設置基準の見直し

（4） 消防検査の範囲拡大

（5） 火災通報装置に関する基準の見直し

＜考察＞

　　平成27年の改正内容について、色々と防災に関しても内容が変わることを理解した。私たちの施設はどうかと思い浮かべながら、防火管理の妨げになっているところはないか、設備はどうか、通報装置が自分で使用できるか今一度確認しなければと感じた。また、常に意識して行動していきたいと感じた。

○講義４

「地域密着型サービスの取り組みについて」

特別養護老人ホーム　瑞光園

施設長　岩渕　惣二氏

地域密着型サービスの特徴

1） 原則日常生活圏域の中でサービスを完結

2） よって計画的にサービスを整備する市町村で利用が完結

3） 事業所の規模は小規模

4） 地域独占サービスを前提

5） サービス提供は24時間365日で安心の確保

6） 報酬水準は高くなく、まるめ方式も

7） 市町村が事業所を指定や指導監査を行う。また、指定の拒否や独自の基準報酬も可能

8） 住民や利用者家族、関係機関が運営に参加

＜考察＞

　　これまでの地域密着型サービスを理解することが出来た。今後の地域包括ケアシステムにも意識をむけながら行動していきたいと感じた。

【第２日目】

○講義５

「適切なサービス提供のあり方について」

青森県認知症介護指導者

斎藤　公一氏

適切なサービス提供を促進するために

· 法令遵守

· 権利擁護

· 情報公開

· 情報共有　など

管理者は、主にスタッフを通じてそれらを実践し、適切なサービス提供につなげる

→管理・マネジメント

管理職員の役割

1 サービスを規定する要素の相互影響を見極める

2 職員の援助能力の把握と向上に努める

3 新しいニーズに関する関心

4 ソーシャルアクション

＜考察＞

　　相手は人であり、人は一日一日変わる。常に意識し、職員も利用者もみて行くことが大事だと感じた。また、指示を具体的にし、確認も意識して確実に行っていくことも大切であると感じた。

○講義６

「介護事業所におけるリスクマネジメント」

青森県認知症介護指導者

高原　弘美氏

管理者としてのリスクマネジメント

◇よりよい生活の実現のために

1 コミュニケーション（利用者、家族、職員）

2 職員の教育（研修など）、チームケア

3 苦情に対する対応　

など

◇介護の質・安全性を向上させていくことの重要性を認識し、行動を促す

◇継続的な関わり（研修・訓練）の実施により適切な行動へ結びつける

◇潜在している問題に向き合い、分析と対策を実施する

＜考察＞

　　必ずリスクは存在していると意識して行動していきたいと改めて感じた。また、苦情は嫌なものであるが、利用者の生活を良くするものだと意識をしてこれからも対応していきたいと実感した。
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